
Ａ． 空き家バンクリフォーム　交付申請時　チェックシート

申請者
氏名

（代理者）
氏名

(連絡先)
TEL

【補助要件】 申請者 　市　

1 空き家バンクに登録されていた物件である。

2 申請者は空き家バンクの利用希望登録者又は物件登録者である。

3 リフォーム等の対象工事費用（消費税を除く）が20万円以上である。

4 売買契約又は賃貸借契約を締結した日から1年以内である。

5 申請者（世帯員を含む）は、市税等を完納している。

6 申請者以外の住宅所有者、主たる居住者の施工の同意がとれている。

7 市内に事業所を有する建築業者等が施工する。

8
他の補助制度と補助対象部分は重複していない。
（生活環境課・下水道課・政策推進課・保健センター等の補助）

9 申請者、申請住宅は、今回初めてのリフォーム等補助申請である。

10 交付決定通知まで、リフォーム工事は着手していない。

11 申請年度の３月末までに、完了実績報告が提出可能である。

12 ３親等内の親族間の売買契約又は賃貸借契約ではない。

【提出書類】（Ａ４版で綴じ、提出してください。） 申請者 　市　

1 空き家バンクリフォーム等補助金交付申請書（様式第１号）

2 工事請負契約書又は請書の写し

3 工事内容の内訳見積書の写し

4 住宅の付近見取図（住宅位置が判るように記した案内図）

5 住宅の全景写真（Ａ４版台紙に貼付）

6 対象工事施工予定箇所の工事着工前の写真（Ａ４版台紙に貼付）

7 対象工事施工予定箇所の工事着工前の位置を記した図

8
申請者及び居住者の納付状況調査に係る同意書（様式第２号）
または納税証明書

9
住宅の所有権を確認することができる書類
（登記簿謄本・固定資産登録事項証明書（名寄帳）等）

10 住宅の売買契約書又は賃貸借契約書の写し

11
住宅改修の係る同意書(住宅所有者と主たる居住者が異なる場合)
（様式第３号）

12 84円切手を貼った返信用封筒（申請者の宛名を記入のこと）

13 指定口座へ振込み依頼書（債権者登録依頼書）

14 建築確認申請が必要となる工事の場合は、建築確認済証の写し

15 申請者以外の方が書類を提出される場合は、委任状

※○を記入
確認欄

（報酬を得て申請業務を行うためには、行政書士資格が必要です。）

※このチェックシートは補助要件や提出物をご確認頂くもので、提出を義務付けるものではありま
せんが、受付手続きを円滑に行うためにもチェックシートの提出をお願いします。


